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今
年
も
年
始
か
ら
、
能
登
半
島
地

震
の
発
生
、
ま
た
東
北
地
方
の
豪
雨
、

そ
し
て
南
海
ト
ラ
フ
の
予
震
か
と
、
予

期
せ
ぬ
自
然
災
害
が
起
き
て
い
る
事
態

で
す
が
、
今
年
も
連
日
厳
し
い
猛
暑
の

日
が
続
く
異
常
気
象
で
す
。
改
め
て
備

え
の
重
要
性
と
健
康
管
理
に
努
め
た
い

で
す
ね
。

　
一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
「
大
谷
選

手
」
の
活
躍
や
「
パ
リ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
で
は
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
の
獲
得

で
、
我
々
に
夢
と
感
動
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　
さ
て
、
南
砺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
定
時
総
会
に
お
い
て
役
員

改
選
が
行
わ
れ
新
体
制
の
下
、
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。
更
な
る
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

　
今
年
は
「
統
合
20
周
年
記
念
」
に
あ

た
り
、
十
月
十
八
日
に
記
念
事
業
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
ぜ
ひ
成
功
裏
に
お

さ
め
た
い
で
す
ね
。

　
こ
の
広
報
が
皆
様
方
の
手
元
に
届

く
頃
に
は
不
安
な
気
象
予
報
か
ら
解

放
さ
れ
、
穏
や
か
で
心
地
の
良
い
「
あ

え
の
風
」
が
吹
い
て
い
る
こ
と
に
期
待

し
た
い
で
す
ね
。
　
　
　  

（
Ｋ
・
Ｋ
）
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　城
端
地
域

　
　
石
割
　
忠
男
　
　
川
崎
　
和
夫

　
　
河
内
　
久
子
　
　
山
崎
　
粂
雄

　
　
増
田
　
邦
夫

　
平
地
域
　
　
　
　
　表
　
　
吉
博

　
上
平
地
域
　
　
　
　
高
田
　
孝
一

　
井
波
地
域

　
　
川
合
　
慶
夫
　
　
江
川
　
正
江

　
　
岩
倉
　
久
範
　
　
池
田
　
謙
二

　
　
田
村
　
康
子
　
　
長
田
　
晴
樹

　
　
上
村
　
勲
司
　
　
柿
原
　
正
明

　
　
斉
藤
　
洋
子
　
　
鴨
野
小
夜
子

　
　
高
島
美
恵
子
　
　
島
　
　
清
美

　
井
口
地
域

　
　
吉
井
　
　
茂
　
　
北
村
美
樹
子

　
福
野
地
域

　
　
橋
爪
　
繁
子
　
　
棚
田
　
　
薫

　
　
堀
川
　
米
明
　
　
畑
　
　
　
篤

　
　
直
井
　
洋
一
　
　
梅
原
　
恵
子

　
　
片
山
　
政
昭
　
　
守
山
　
星
揮

　
　
高
橋
　
保
博
　
　
竹
本
　
里
美

新
入
会
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら

　
　
　
　
　七
月
三
十
一
日
ま
で

【
出
前
入
会
説
明
会
】

・
十
月
十
八
日（
金
）午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
：
井
波
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
20
周
年
記
念
事
業
）

・
十
一
月
一
日（
金
）午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
分
か
ら

　
開
催
場
所
：
城
端
市
民
セ
ン
タ
ー

・
三
月
十
日（
月
）午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
：
い
の
く
ち
椿
館

【
女
性
限
定
説
明
会
】

・
十
月
十
一
日（
金
）午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
分
か
ら

・
二
月
十
日（
月
）午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
分
か
ら

　
開
催
場
所
：
福
野
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

福野シルバーワークプラザ　研修室
午後1時 30分から

令和6年度
下期入会説明会日程

令和6年度
下期入会説明会日程

令和6年11月20日（水）

令和6年12月20日（金）

令和7年  1月20日（月）

令和7年  2月20日（木）

令和7年  3月19日（水）

寺子こどもえんの子供たちと
シルバー会員が清掃作業で
ふれあいました。

　
福
光
地
域

　
　
西
村
　
義
弘
　
　
吉
江
　
哲
子

　
　
渡
辺
　
弘
勝
　
　
武
田
　
俊
之

　
　
西
村
　
　
敏
　
　
大
浦
　
善
司

　
　
山
下
　
明
美
　
　
前
山
　
悦
子

　
　
吉
野
　
祥
子
　
　
井
口
　
邦
雄

　
　
浅
野
　
伸
二
　
　
倉
田
き
み
子

　
　
出
村
　
敏
江
　
　
柄
崎
　
信
子

　
　
今
井
　
　
聡
　
　
山
田
　
政
次

　
　
中
川
　
　
寿
　
　
米
沢
　
澄
代

　
城
端
地
域

　
　
今
井
　
芳
正
　
　
伊
東
　
敏
雄

　
福
野
地
域
　
　
　
　川
森
　
正
弘

　
福
光
地
域
　
　
　
　

　
　
加
藤
三
和
子
　
　
吉
田
　
照
子

　

   

八
　
月
分
　
九
　
月
二
十
日（
金
）

   

九
　
月
分
　
十
　
月
十
八
日（
金
）

   

十
　
月
分
　
十
一
月
二
十
日（
水
）

   

十
一
月
分
　
十
二
月
二
十
日（
金
）

　
南
砺
市
に
お
住
い
の
六
十
歳
以
上

で
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、

ご
近
所
や
お
知
り
合
い
の
方
に
、

ぜ
ひ
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
七
年
版
　
会
員
手
帳
予
約
受
付

申
込
方
法
：
事
務
局
窓
口
か
電
話
で

九
月
末
日
ま
で
に
申
し
込
下
さ
い
。

一
冊
　
三
三
〇
円

　
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
方
が
入
会
さ

れ
れ
ば
、
会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業

で
、
１
，０
０
０
円
の
商
品
券
と

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
い
た
し
ま
す
。

下
期
入
会
説
明
会
日
程

ゴ
ー
ル
ド
会
員
登
録
者
紹
介

配
分
金
支
払
日



　
こ
の
た
び
、
令
和
六
年
度
定
時
総
会
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
益
々
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
改
め
て
責
任

の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
甚
だ
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
、
シ
ル
バ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
定
年
延
長
、
七
十
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
の
努
力
義
務
化
等
の
影
響
も
あ
り
、
会
員
の
減

少
が
続
き
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
会
員
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
で
安
心
し
て
就
業
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
昨
秋
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
、
そ
し
て
今
秋
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
の
施
行
に
伴
う
契
約
方
法
見
直
し
の
検
討
な
ど
、
目
の
前
の
課
題
解
決
に

向
け
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

　
本
年
十
一
月
一
日
に
は
、
統
合
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
式
典
ほ
か
各
種
記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
二
十
年
間
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
十
年
、
二
十
年
先
も
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
を
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
後
と
も
当
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

理
事
長

　山 

田

　政 

寛

　
こ
の
た
び
、
令
和
六
年
度
定
時
総
会
を
も
ち
ま
し
て
、
理
事
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
理
事
長
と
し
て
十
三
年
間
、
会
員
の
皆
様
に
は
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
間
を
振
り
返
る
と
、
公
益
社
団
法
人
移
行
後
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
施
設
の
統
廃
合
を
は
じ
め
運
営
改
革

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
に
入
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
事
業
に
も
大
き
な
影
響
が
生
じ
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
健
康
最
優

先
の
事
業
運
営
に
努
め
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
女
性
部
の
創
設
や
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
へ
の
事
業
参
入
な
ど
、
思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。
た
だ
心
残
り
な
の

は
、
会
員
数
の
減
少
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
様
々
な
対
策
を
講
じ
ま
し
た
が
、
努
力
が
足
り
な
か
っ
た
も
の
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
山
田
新
理
事
長
の
下
、
一
致
協
力
し
て
こ
の
難
局
を
乗
り
超
え
ら
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
南
砺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
長
い
間
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前
理
事
長

　長 

尾

　益 

勇

　
令
和
六
年
度
定
時
総
会
が
六
月
六

日（
木
）に
出
席
者
五
百
二
十
一
名

（
う
ち
委
任
状
二
百
九
十
八
名
、
書

面
議
決
権
行
使
会
員
数
八
十
八
名
）

の
も
と
、
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

「
ヘ
リ
オ
ス
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
司
会
は
、
井
波
地
域
の

上
林
好
美
会
員
が
務
め
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
長
尾
益
勇
理
事
長

の
挨
拶
が
あ
り
、「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

令
和
六
年
度
定
時
総
会

の
脱
却
が
進
み
、
緩
や
か
な
回
復
基

調
に
あ
る
も
の
の
、
原
材
料
費
の
高

騰
や
賃
金
が
物
価
上
昇
に
追
い
付
か

ず
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一

方
シ
ル
バ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

昨
年
の
十
月
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

導
入
さ
れ
会
員
の
皆
様
の
配
分
金
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
対
応
し
て
お
り

ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
に
は
新
た
な

税
負
担
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
秋
に
は
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
法
の
施
行
に
伴
い
、
セ
ン
タ
ー
、

会
員
、
発
注
者
の
三
者
間
の
契
約
方

法
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
取
り

入
れ
た
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
引
き
続
き
厳
し
い
事
業
運
営
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
知
恵
と
工
夫
を

出
し
合
い
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
統
合
二
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
秋
に
は
、
記
念
式
典

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
多
く
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
」
と
、
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
優
良
会
員
表
彰
、

田
中
幹
夫
南
砺
市
長
を
は
じ
め
ご

来
賓
の
皆
様
よ
り
祝
辞
を
賜
り
ま

し
た
。

　
議
事
に
移
り
、
議
長
に
福
野
地
域

の
水
口
聡
会
員
が
選
出
さ
れ
、
令
和

五
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
等
が

審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、

山
田
政
寛
新
理
事
長
並
び
に

野
原
勝
二
新
副
理
事
長
が
選
定
さ

れ
、
就
任
の
挨
拶
を
い
た
し
ま
し
た
。

議
　事

第
一
号
議
案

　令
和
五
年
度
事
業
報
告

　
重
要
課
題
へ
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
会
員
拡
大
に
向
け
多
様
な
入
会

機
会
の
設
定
や
各
種
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積

極
的
に
行
い
ま
し
た
が
、
会
員
数
は

前
年
度
か
ら
△
12
人
の
７
３
４
人
と

な
り
ま
し
た
。

　
就
業
拡
大
の
取
組
で
は
、
新
規
就

業
開
拓
や
受
託
事
業
か
ら
の
切
替
等

に
よ
り
、
派
遣
事
業
が
増
加
し
た
一

方
、
受
託
事
業
が
減
少
し
、
全
体
で

令和５年度決算額

経　常
収　益

経　常
費　用

当　期
経　常
増減額

321,876千円

323,917千円

△2,041千円

は
前
年
度
よ
り
約
５
０
０
万
円
減
少

し
、
就
業
率
は
90
．１
％
と
な
り
ま

し
た
。

　
一
方
、
安
全
就
業
に
関
す
る
各
種

取
組
に
よ
り
事
故
件
数
は
前
年
度
か

ら
半
減
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
新
た
な
取
組
と
し
て

国
の
事
業
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
や
、
ド
ロ
ー
ン
業
務
へ
の
活

用
に
向
け
た
準
備
な
ど
に
取
組
み
ま

し
た
。

第
二
号
議
案

　令
和
五
年
度
決
算
報
告

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
る
追
加
の

税
負
担
や
、
補
助
金
に
対
す
る
国
の

執
行
方
針
変
更
等
に
よ
り
、
本
年
度

は
八
年
ぶ
り
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

2げんき南砺3 げんき南砺



　
こ
の
た
び
、
令
和
六
年
度
定
時
総
会
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
益
々
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
改
め
て
責
任

の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
甚
だ
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
、
シ
ル
バ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
定
年
延
長
、
七
十
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
の
努
力
義
務
化
等
の
影
響
も
あ
り
、
会
員
の
減

少
が
続
き
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
会
員
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
で
安
心
し
て
就
業
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
昨
秋
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
、
そ
し
て
今
秋
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
の
施
行
に
伴
う
契
約
方
法
見
直
し
の
検
討
な
ど
、
目
の
前
の
課
題
解
決
に

向
け
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

　
本
年
十
一
月
一
日
に
は
、
統
合
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
式
典
ほ
か
各
種
記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
二
十
年
間
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
十
年
、
二
十
年
先
も
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
を
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
後
と
も
当
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

理
事
長

　山 

田

　政 

寛

　
こ
の
た
び
、
令
和
六
年
度
定
時
総
会
を
も
ち
ま
し
て
、
理
事
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
理
事
長
と
し
て
十
三
年
間
、
会
員
の
皆
様
に
は
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
間
を
振
り
返
る
と
、
公
益
社
団
法
人
移
行
後
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
施
設
の
統
廃
合
を
は
じ
め
運
営
改
革

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
に
入
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
事
業
に
も
大
き
な
影
響
が
生
じ
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
健
康
最
優

先
の
事
業
運
営
に
努
め
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
女
性
部
の
創
設
や
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
へ
の
事
業
参
入
な
ど
、
思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。
た
だ
心
残
り
な
の

は
、
会
員
数
の
減
少
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
様
々
な
対
策
を
講
じ
ま
し
た
が
、
努
力
が
足
り
な
か
っ
た
も
の
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
山
田
新
理
事
長
の
下
、
一
致
協
力
し
て
こ
の
難
局
を
乗
り
超
え
ら
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
南
砺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
長
い
間
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前
理
事
長

　長 

尾

　益 

勇

　
令
和
六
年
度
定
時
総
会
が
六
月
六

日（
木
）に
出
席
者
五
百
二
十
一
名

（
う
ち
委
任
状
二
百
九
十
八
名
、
書

面
議
決
権
行
使
会
員
数
八
十
八
名
）

の
も
と
、
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

「
ヘ
リ
オ
ス
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
司
会
は
、
井
波
地
域
の

上
林
好
美
会
員
が
務
め
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
長
尾
益
勇
理
事
長

の
挨
拶
が
あ
り
、「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

令
和
六
年
度
定
時
総
会

の
脱
却
が
進
み
、
緩
や
か
な
回
復
基

調
に
あ
る
も
の
の
、
原
材
料
費
の
高

騰
や
賃
金
が
物
価
上
昇
に
追
い
付
か

ず
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一

方
シ
ル
バ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

昨
年
の
十
月
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

導
入
さ
れ
会
員
の
皆
様
の
配
分
金
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
対
応
し
て
お
り

ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
に
は
新
た
な

税
負
担
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
秋
に
は
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
法
の
施
行
に
伴
い
、
セ
ン
タ
ー
、

会
員
、
発
注
者
の
三
者
間
の
契
約
方

法
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
取
り

入
れ
た
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
引
き
続
き
厳
し
い
事
業
運
営
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
知
恵
と
工
夫
を

出
し
合
い
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
統
合
二
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
秋
に
は
、
記
念
式
典

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
多
く
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
」
と
、
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
優
良
会
員
表
彰
、

田
中
幹
夫
南
砺
市
長
を
は
じ
め
ご

来
賓
の
皆
様
よ
り
祝
辞
を
賜
り
ま

し
た
。

　
議
事
に
移
り
、
議
長
に
福
野
地
域

の
水
口
聡
会
員
が
選
出
さ
れ
、
令
和

五
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
等
が

審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、

山
田
政
寛
新
理
事
長
並
び
に

野
原
勝
二
新
副
理
事
長
が
選
定
さ

れ
、
就
任
の
挨
拶
を
い
た
し
ま
し
た
。

議
　事

第
一
号
議
案

　令
和
五
年
度
事
業
報
告

　
重
要
課
題
へ
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
会
員
拡
大
に
向
け
多
様
な
入
会

機
会
の
設
定
や
各
種
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積

極
的
に
行
い
ま
し
た
が
、
会
員
数
は

前
年
度
か
ら
△
12
人
の
７
３
４
人
と

な
り
ま
し
た
。

　
就
業
拡
大
の
取
組
で
は
、
新
規
就

業
開
拓
や
受
託
事
業
か
ら
の
切
替
等

に
よ
り
、
派
遣
事
業
が
増
加
し
た
一

方
、
受
託
事
業
が
減
少
し
、
全
体
で

令和５年度決算額

経　常
収　益

経　常
費　用

当　期
経　常
増減額

321,876千円

323,917千円

△2,041千円

は
前
年
度
よ
り
約
５
０
０
万
円
減
少

し
、
就
業
率
は
90
．１
％
と
な
り
ま

し
た
。

　
一
方
、
安
全
就
業
に
関
す
る
各
種

取
組
に
よ
り
事
故
件
数
は
前
年
度
か

ら
半
減
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
新
た
な
取
組
と
し
て

国
の
事
業
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
や
、
ド
ロ
ー
ン
業
務
へ
の
活

用
に
向
け
た
準
備
な
ど
に
取
組
み
ま

し
た
。

第
二
号
議
案

　令
和
五
年
度
決
算
報
告

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
る
追
加
の

税
負
担
や
、
補
助
金
に
対
す
る
国
の

執
行
方
針
変
更
等
に
よ
り
、
本
年
度

は
八
年
ぶ
り
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。
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第
三
号
議
案

　役
員
の
改
選
に
つ
い
て

　
役
員
の
任
期
が
本
総
会
を
も
っ
て

満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
理
事
及
び
監

事
候
補
者
選
考
委
員
会
を
設
置
し

て
、
次
期
役
員
候
補
者
を
選
考
し
本

総
会
に
推
薦
さ
れ
、
新
役
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
総
会
後
に
開

催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
理
事

長
、
副
理
事
長
、
専
務
理
事
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

　
第
一
号
　
令
和
五
年
度
補
正
予
算

　
第
二
号
　
令
和
六
年
度
事
業
計
画

　
第
三
号
　
令
和
六
年
度
収
支
予
算

　
理
事
長
　
山
田
　
政
寛
　
福
光

　
副
理
事
長
　
野
原
　
勝
二
　
利
賀

　
専
務
理
事
　
叶
山
　
勝
之
　
井
波

　
　
理
　
事
　
窪
田
　
喜
作
　
井
口

　
　
理
　
事
　
神
田
　
　
清
　
城
端

　
　
理
　
事
　
北
野
　
律
子
　
福
野

　
　
理
　
事
　
松
村
紀
久
雄
　
福
光

　
　
理
　
事
　
中
畠
　
好
夫
　
井
波

　
　
理
　
事
　
影
近
　
博
志
　
福
光

新
　
理
　
事
　
木
下
三
枝
子
　
福
光

新
　
理
　
事
　
三
都
井
康
弘
　
城
端

新
　
理
　
事
　
安
井
千
栄
子
　
城
端

新
役
員
紹
介

新
　
理
　
事
　
竹
本
　
伸
男
　
福
野

新
　
理
　
事
　
山
本
　
　
敏
　  

平

新
　
理
　
事
　
原
　
　
照
美
　
井
波

新
　
理
　
事
　
嶋
崎
　
昭
次
　
福
野

　
　
理
　
事
　
松
田
　
哲
也
　
行
政

　
　
監
　
事
　
臼
井
　
芳
雄
　
井
波

　
　
監
　
事
　
大
橋
　
　
誠
　
行
政

　
任
期
は
、
令
和
六
年
六
月
六
日
か

ら
令
和
八
年
度
定
時
総
会
の
終
結
の

時
ま
で

◆
城
端
地
域

　
菊
川
　
好
子
　
　
池
田
　
修
一

　
練
合
　
邦
夫
　
　
川
端
　
一
雄

　
池
田
外
司
夫
　
　

（
八
年
以
上
の
継
続
就
業
会
員
） 

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
で
す

　
　
　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

優
良
会
員
表
彰

◆
平
地
域
　
　
　
　
高
田
　
静
子

◆
井
波
地
域
　
　
　
高
畠
　
幸
夫

◆
井
口
地
域
　
　
　
森
　
　
　
茂

◆
福
野
地
域

　
伊
藤
　
明
夫
　
　
一
本
嶋
　
豊

　
廣
川
　
武
夫
　
　
熊
野
　
保
広

　
太
田
　
政
二
　
　
加
藤
　
夏
子

◆
福
光
地
域

　
久
保
さ
ち
子
　
　
石
崎
眞
由
美

　
細
川
　
文
子
　
　
浦
山
千
代
子

　
影
近
　
芳
信
　
　
寿
崎
　
静
子

　
石
﨑
　
牧
子
　
　
齊
田
　
敏
一

　
溝
口
　
悦
子
　
　
田
島
　
吉
秋

　
中
川
　
一
郎
　
　
七
山
婦
美
子

　
山
田
　
勝
芳
（
平
地
域
）

（
三
人
以
上
の
新
規
会
員
を
紹
介
） 

会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰

　
長
尾
　
益
勇
　（
十
九
年
七
ケ
月
）

　
山
田
　
勝
芳
　
　
　
　
　（
八
年
）

　
上
林
　
好
美
　
　
　
　
　（
四
年
）

　
齋
藤
　
　
武
　
　
　
　
　（
四
年
）

　
石
田
　
清
子
　
　
　
　
　（
四
年
）

　
川
口
と
み
子
　
　
　
　
　（
四
年
）

 

（
セ
ン
タ
ー
の
役
員
を
継
続
し
て

　  

二
期
（
四
年
）
以
上
就
任
し
、

　
　
　
　
　
　
そ
の
職
を
退
い
た
者
）

感
謝
状
贈
呈
者
（
任
期
期
間
）

（
三
年
以
上
の
無
事
故
継
続

　
　
　
　
　
　
職
群
班
・
就
業
班
） 

優
良
組
織
部
会
表
彰
（
班
名
・
代
表
者
名
）

　
城
端
植
木
二
班
　
大
浦
　
静
夫

退任されたみなさん　左から　長尾前理事長・山田前副理事長
　　　　　　　　　　上林前理事・齋藤前理事・石田前理事・川口前理事

喜
び
の
声

◆
優
良
会
員
表
彰

池
田
外
司
夫
（
城
端
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
優
良
会
員
表
彰
を
頂

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
経
て
会
員
と

な
り
、
現
在
は
地
区
班
長
と
し
て
皆

さ
ん
と
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
健
康
に
留
意
し
、
楽
し
く

無
理
を
せ
ず
就
業
に
励
み
た
い
と
思

代表受領の左から　池田会員・高畠会員・廣川会員・齊田会員
　　　　　　　　　山田会員・大浦会員

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　高
畠
　幸
夫
（
井
波
地
域
）

　
こ
の
度
は
優
良
会
員
表
彰
を
い
た

だ
き
、
身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
体
に
気
を
付
け
て
、

無
理
を
せ
ず
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

廣
川
　武
夫
（
福
野
地
域
）

　
突
然
の
表
彰
案
内
、
ま
た
地
域
代

表
と
い
う
こ
と
に
恐
縮
し
て
お
り
ま

す
。
就
業
メ
ン
バ
ー
と
冗
談
を
言
い

な
が
ら
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
や
っ
て
こ

れ
た
か
ら
今
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
か

と
、
メ
ン
バ
ー
の
方
々
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
続

け
て
い
け
た
ら
い
い
と
密
か
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

齊
田
　敏
一
（
福
光
地
域
）

　
こ
の
度
、
継
続
就
業
会
員
と
し
て

優
良
会
員
表
彰
を
頂
き
、
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
入
会
し
て
八
年
、
多
く
の
方
々
と

の
出
会
い
に
感
謝
し
な
が
ら
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、
楽

し
ん
で
就
業
に
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◇
会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業

山
田
　勝
芳
（
平
地
域
）

　
会
員
加
入
促
進
事
業
表
彰
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
平
地
区
は
高
齢
化
が
進
み
、
会
員

が
毎
年
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
顔

見
知
り
の
人
ば
か
り
で
声
掛
け
を
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
加
入
に
至

り
ま
せ
ん
。
仲
間
を
増
や
し
て
楽
し

く
就
業
で
き
る
シ
ル
バ
ー
に
す
る
の

が
私
の
務
め
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
健
康
で
働
け
る
喜
び
を
大
切
に
」

が
、
私
の
願
い
で
す
。

◇
優
良
組
織
部
会
表
彰

大
浦
　静
夫
（
城
端
植
木
二
班
）

　
こ
の
度
は
、
優
良
組
織
部
会
表
彰

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
作
業
前
に
は
安
全
確
認

を
行
い
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
無

理
を
し
な
い
、
班
員
の
連
携
に
留
意

し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、「
コ
ン
ト

Ｄ
Ｅ
健
康
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
で
お
な
じ
み
の
薬
剤
師
、

山
口
裕
幸
代
表
を
お
招
き
し
て
、

「
自
立
し
て
生
き
生
き
と
日
常
を

送
り
た
い
！
」「
く
す
り
の
疑
問
、

な
ん
じ
ゃ
か
ん
じ
ゃ
？
」
と
題

し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演

記
念
講
演
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第
三
号
議
案

　役
員
の
改
選
に
つ
い
て

　
役
員
の
任
期
が
本
総
会
を
も
っ
て

満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
理
事
及
び
監

事
候
補
者
選
考
委
員
会
を
設
置
し

て
、
次
期
役
員
候
補
者
を
選
考
し
本

総
会
に
推
薦
さ
れ
、
新
役
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
総
会
後
に
開

催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
理
事

長
、
副
理
事
長
、
専
務
理
事
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

　
第
一
号
　
令
和
五
年
度
補
正
予
算

　
第
二
号
　
令
和
六
年
度
事
業
計
画

　
第
三
号
　
令
和
六
年
度
収
支
予
算

　
理
事
長
　
山
田
　
政
寛
　
福
光

　
副
理
事
長
　
野
原
　
勝
二
　
利
賀

　
専
務
理
事
　
叶
山
　
勝
之
　
井
波

　
　
理
　
事
　
窪
田
　
喜
作
　
井
口

　
　
理
　
事
　
神
田
　
　
清
　
城
端

　
　
理
　
事
　
北
野
　
律
子
　
福
野

　
　
理
　
事
　
松
村
紀
久
雄
　
福
光

　
　
理
　
事
　
中
畠
　
好
夫
　
井
波

　
　
理
　
事
　
影
近
　
博
志
　
福
光

新
　
理
　
事
　
木
下
三
枝
子
　
福
光

新
　
理
　
事
　
三
都
井
康
弘
　
城
端

新
　
理
　
事
　
安
井
千
栄
子
　
城
端

新
役
員
紹
介

新
　
理
　
事
　
竹
本
　
伸
男
　
福
野

新
　
理
　
事
　
山
本
　
　
敏
　  

平

新
　
理
　
事
　
原
　
　
照
美
　
井
波

新
　
理
　
事
　
嶋
崎
　
昭
次
　
福
野

　
　
理
　
事
　
松
田
　
哲
也
　
行
政

　
　
監
　
事
　
臼
井
　
芳
雄
　
井
波

　
　
監
　
事
　
大
橋
　
　
誠
　
行
政

　
任
期
は
、
令
和
六
年
六
月
六
日
か

ら
令
和
八
年
度
定
時
総
会
の
終
結
の

時
ま
で

◆
城
端
地
域

　
菊
川
　
好
子
　
　
池
田
　
修
一

　
練
合
　
邦
夫
　
　
川
端
　
一
雄

　
池
田
外
司
夫
　
　

（
八
年
以
上
の
継
続
就
業
会
員
） 

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
で
す

　
　
　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

優
良
会
員
表
彰

◆
平
地
域
　
　
　
　
高
田
　
静
子

◆
井
波
地
域
　
　
　
高
畠
　
幸
夫

◆
井
口
地
域
　
　
　
森
　
　
　
茂

◆
福
野
地
域

　
伊
藤
　
明
夫
　
　
一
本
嶋
　
豊

　
廣
川
　
武
夫
　
　
熊
野
　
保
広

　
太
田
　
政
二
　
　
加
藤
　
夏
子

◆
福
光
地
域

　
久
保
さ
ち
子
　
　
石
崎
眞
由
美

　
細
川
　
文
子
　
　
浦
山
千
代
子

　
影
近
　
芳
信
　
　
寿
崎
　
静
子

　
石
﨑
　
牧
子
　
　
齊
田
　
敏
一

　
溝
口
　
悦
子
　
　
田
島
　
吉
秋

　
中
川
　
一
郎
　
　
七
山
婦
美
子

　
山
田
　
勝
芳
（
平
地
域
）

（
三
人
以
上
の
新
規
会
員
を
紹
介
） 

会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰

　
長
尾
　
益
勇
　（
十
九
年
七
ケ
月
）

　
山
田
　
勝
芳
　
　
　
　
　（
八
年
）

　
上
林
　
好
美
　
　
　
　
　（
四
年
）

　
齋
藤
　
　
武
　
　
　
　
　（
四
年
）

　
石
田
　
清
子
　
　
　
　
　（
四
年
）

　
川
口
と
み
子
　
　
　
　
　（
四
年
）

 

（
セ
ン
タ
ー
の
役
員
を
継
続
し
て

　  

二
期
（
四
年
）
以
上
就
任
し
、

　
　
　
　
　
　
そ
の
職
を
退
い
た
者
）

感
謝
状
贈
呈
者
（
任
期
期
間
）

（
三
年
以
上
の
無
事
故
継
続

　
　
　
　
　
　
職
群
班
・
就
業
班
） 

優
良
組
織
部
会
表
彰
（
班
名
・
代
表
者
名
）

　
城
端
植
木
二
班
　
大
浦
　
静
夫

退任されたみなさん　左から　長尾前理事長・山田前副理事長
　　　　　　　　　　上林前理事・齋藤前理事・石田前理事・川口前理事

喜
び
の
声

◆
優
良
会
員
表
彰

池
田
外
司
夫
（
城
端
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
優
良
会
員
表
彰
を
頂

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
経
て
会
員
と

な
り
、
現
在
は
地
区
班
長
と
し
て
皆

さ
ん
と
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
健
康
に
留
意
し
、
楽
し
く

無
理
を
せ
ず
就
業
に
励
み
た
い
と
思

代表受領の左から　池田会員・高畠会員・廣川会員・齊田会員
　　　　　　　　　山田会員・大浦会員

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　高
畠
　幸
夫
（
井
波
地
域
）

　
こ
の
度
は
優
良
会
員
表
彰
を
い
た

だ
き
、
身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
体
に
気
を
付
け
て
、

無
理
を
せ
ず
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

廣
川
　武
夫
（
福
野
地
域
）

　
突
然
の
表
彰
案
内
、
ま
た
地
域
代

表
と
い
う
こ
と
に
恐
縮
し
て
お
り
ま

す
。
就
業
メ
ン
バ
ー
と
冗
談
を
言
い

な
が
ら
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
や
っ
て
こ

れ
た
か
ら
今
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
か

と
、
メ
ン
バ
ー
の
方
々
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
続

け
て
い
け
た
ら
い
い
と
密
か
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

齊
田
　敏
一
（
福
光
地
域
）

　
こ
の
度
、
継
続
就
業
会
員
と
し
て

優
良
会
員
表
彰
を
頂
き
、
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
入
会
し
て
八
年
、
多
く
の
方
々
と

の
出
会
い
に
感
謝
し
な
が
ら
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、
楽

し
ん
で
就
業
に
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◇
会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業

山
田
　勝
芳
（
平
地
域
）

　
会
員
加
入
促
進
事
業
表
彰
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
平
地
区
は
高
齢
化
が
進
み
、
会
員

が
毎
年
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
顔

見
知
り
の
人
ば
か
り
で
声
掛
け
を
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
加
入
に
至

り
ま
せ
ん
。
仲
間
を
増
や
し
て
楽
し

く
就
業
で
き
る
シ
ル
バ
ー
に
す
る
の

が
私
の
務
め
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
健
康
で
働
け
る
喜
び
を
大
切
に
」

が
、
私
の
願
い
で
す
。

◇
優
良
組
織
部
会
表
彰

大
浦
　静
夫
（
城
端
植
木
二
班
）

　
こ
の
度
は
、
優
良
組
織
部
会
表
彰

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
作
業
前
に
は
安
全
確
認

を
行
い
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
無

理
を
し
な
い
、
班
員
の
連
携
に
留
意

し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、「
コ
ン
ト

Ｄ
Ｅ
健
康
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
で
お
な
じ
み
の
薬
剤
師
、

山
口
裕
幸
代
表
を
お
招
き
し
て
、

「
自
立
し
て
生
き
生
き
と
日
常
を

送
り
た
い
！
」「
く
す
り
の
疑
問
、

な
ん
じ
ゃ
か
ん
じ
ゃ
？
」
と
題

し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演

記
念
講
演
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松
川
　精
文
（
井
口
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
連
合
会
よ
り
身
に
余

る
表
彰
を
受
け
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
い
の
く
ち
椿
館
育
成
管

理
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
補
修
な
ど

十
八
年
間
就
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
多
く
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い

が
あ
り
楽
し
く
作
業
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
頑
張

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

喜
び
の
声

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
去
る
六
月
十
四
日（
金
）富
山
市

ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
で
、
令
和
六

年
度
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
多
年
の
功
績

を
称
え
ら
れ
た
優
良
会
員
三
名
と
、

セ
ン
タ
ー
の
要
職
に
あ
っ
て
、
基
盤

の
確
立
、
及
び
事
業
の
拡
大
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
を
称
え
ら
れ
、長
尾
益
男

前
理
事
長
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

◇
優
良
会
員
表
彰（
敬
称
略
）

　
松
川
　
精
文
（
井
口
地
域
）

　
神
田
　
信
孝
（
福
野
地
域
）

　
中
島
　
義
雄
（
福
光
地
域
）

◇
感
謝
状

　
長
尾
　
益
勇 

前
理
事
長

公
益
社
団
法
人
富
山
県

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
　

公
益
社
団
法
人
富
山
県

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
　

神
田
　信
孝
（
福
野
地
域
）

　
シ
ル
バ
ー
は
ま
さ
に
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

　
働
く
場
所
が
有
り
働
く
仲
間
が
有

り
、
支
え
て
く
れ
る
家
族
、
セ
ン

タ
ー
が
有
り
、
日
々
楽
し
く
過
ご
せ

る
の
も
皆
様
方
の
お
か
げ
で
す
。
シ

ル
バ
ー
に
は
定
年
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
シ
ル
バ
ー
で
働
く
最

高
年
齢
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
し
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
感

謝
、
感
謝
で
す
。

中
島
　義
雄
（
福
光
地
域
）

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
シ
ル
バ
ー

の
仕
事
の
あ
る
日
は
、
適
度
の
緊
張

感
が
生
活
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
り
、

今
日
も
一
日
喜
ん
で
働
こ
う
と
の
気

持
ち
に
な
り
、
職
場
で
の
多
く
の
出

会
い
が
あ
り
、
楽
し
く
働
い
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
度
は
表
彰
を
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
働
け
る
間
は
安
全

第
一
で
仕
事
の
充
実
感
、
達
成
感
、
働

く
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
よ
う
、
励

み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写真は神田会員（左）

各
委
員
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

総
務
委
員
会

国宝松本城、諏訪大社　秋の味覚りんご狩りと横谷温泉の旅国宝松本城、諏訪大社　秋の味覚りんご狩りと横谷温泉の旅

日本三代名城上のひとつ松本城、信州蓼科の秘境渓谷にある一軒宿横谷温泉旅館で、
せせらぎと森林浴をお楽しみ下さい。

日本三代名城上のひとつ松本城、信州蓼科の秘境渓谷にある一軒宿横谷温泉旅館で、
せせらぎと森林浴をお楽しみ下さい。

　
毎
年
恒
例
の
女
性
部
の
集
い
を
、

実
施
い
た
し
ま
す
。
地
区
内
外
の
会

員
交
流
が
図
れ
る
機
会
で
す
。
お
友

達
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
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ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
日
　
時
　
十
一
月
十
三
日
（
水
）

　
時
　
間
　
13
時
30
分
よ
り

　
会
　
場
　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
プ
ラ
ザ

女
性
部

　
十
月
は
全
国
統
一
「
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
促
進
月
間
」

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ

て
、
事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
新
し
い
仲
間
に

加
入
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

開
催
日
時

　
11
月
26
日（
火
）ま
で
の
毎
月
第

　
２
・
４
火
曜
日
に
開
催
。

　
　
　
　
　 

　
10
時
〜
13
時
ま
で

開
催
場
所

　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
前

　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
が
施
行
さ
れ

る
と
、
セ
ン
タ
ー
は
下
記
の
内
容
を

会
員
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。（
発
注
者
が

個
人
家
庭
の
場
合
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

法
の
適
用
外
）

広
報
・
地
区
活
動
委
員
会

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

 

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
の
施
行
に
伴

い
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
が
請
負
・
委
任
の
形
態
で
就

業
す
る
契
約
に
つ
い
て
、
契
約
方

法
の
変
更
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
務
の
効
率
化
と
利
便

性
を
図
る
た
め
一
層
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

優
良
会
員
表
彰
・
感
謝
状
贈
呈

優
良
会
員
表
彰
・
感
謝
状
贈
呈

令和６年度　会員一泊研修のご案内

10月３日（木）～４日（金）一泊二日10月３日（木）～４日（金）一泊二日

※

各
地
区
の
活
動
は
別
紙
開
催
計
画
表

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
の
日
に

　
　参
加
し
ま
し
ょ
う

女
性
部
の
集
い
の
ご
案
内

 

ふ
れ
あ
い
市
に

　

  

遊
び
に
来
て
ね

 

ふ
れ
あ
い
市
に

　

  

遊
び
に
来
て
ね

つ
い
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
　

  

　新
法
施
行

令和６年度独自講習会（9月～12月）
〇介護予防講習

開催日時 講習名 場　所 参加
予定

11/12（火） 介護予防（フレイル予防）福野ワークプラザ 1510：00～
　　11：00

〇技能講習会
開催日時 講習名 場　所 参加

予定

10/９（水） 雪吊り講習会 高瀬交流センター 209：30～
　　15：30

〇スマホ講習会
開催日時 講習名 場　所 参加

予定

9/24（火） スマホ教室（基本） 福野ワークプラザ 1510：30～
　　12：00

11/26（火） スマホ教室（応用） 福野ワークプラザ 1510：30～
　　12：00

〇県連合会主催　講習会
開催日時 講習名 場　所 参加

予定

10/25（金） 自動車運転講習
（派遣対象） 南砺自動車学校 50各２時間

10/26（土）

11/ 1（金） 整理・収納講座
（新規就業確保） 城端市民センター 15午後2時間

※作業できる服装、剪定はさみ等の道具を持参ください。

申込締切となりました。
申込まれた方には、行程
表と会費納入の案内を
後日郵送いたします。Smile To smile による提示
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松
川
　精
文
（
井
口
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
連
合
会
よ
り
身
に
余

る
表
彰
を
受
け
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
い
の
く
ち
椿
館
育
成
管

理
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
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な
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十
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業
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し
た
。
多
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あ
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作
業
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で

き
ま
し
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。
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意
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張

り
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思
っ
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お
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ま
す
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あ
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が
と
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ざ
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喜
び
の
声
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と
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ざ
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す
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ざ
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ま
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。
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ー
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令
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六

年
度
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
多
年
の
功
績

を
称
え
ら
れ
た
優
良
会
員
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と
、

セ
ン
タ
ー
の
要
職
に
あ
っ
て
、
基
盤

の
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立
、
及
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事
業
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貢
献

さ
れ
た
功
績
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称
え
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れ
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尾
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前
理
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し
た
。
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員
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光
地
域
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謝
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尾
　
益
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前
理
事
長
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益
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団
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山
県
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バ
ー
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材
セ
ン
タ
ー
連
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公
益
社
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富
山
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ル
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材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
　

神
田
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（
福
野
地
域
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。

　
働
く
場
所
が
有
り
働
く
仲
間
が
有

り
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、
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ン

タ
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有
り
、
日
々
楽
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過
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せ

る
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か
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で
す
。
シ

ル
バ
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定
年
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あ
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せ
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。

こ
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ル
バ
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で
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最

高
年
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ギ
ネ
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に
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。
本
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に
あ
り
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た
い
こ
と
で
す
。
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謝
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感
謝
で
す
。
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福
光
地
域
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で
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バ
ー
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り
、
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。
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。
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る
と
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を
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の
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セ
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の
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図
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の
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各
地
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の
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ご
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だ
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い
。
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ー
の
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に
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し
ま
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ょ
う
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部
の
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の
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内
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ね

つ
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に
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ス

　
　
　
　
　
　

  

　新
法
施
行

令和６年度独自講習会（9月～12月）
〇介護予防講習

開催日時 講習名 場　所 参加
予定

11/12（火） 介護予防（フレイル予防）福野ワークプラザ 1510：00～
　　11：00

〇技能講習会
開催日時 講習名 場　所 参加

予定

10/９（水） 雪吊り講習会 高瀬交流センター 209：30～
　　15：30

〇スマホ講習会
開催日時 講習名 場　所 参加

予定

9/24（火） スマホ教室（基本） 福野ワークプラザ 1510：30～
　　12：00

11/26（火） スマホ教室（応用） 福野ワークプラザ 1510：30～
　　12：00

〇県連合会主催　講習会
開催日時 講習名 場　所 参加

予定

10/25（金） 自動車運転講習
（派遣対象） 南砺自動車学校 50各２時間

10/26（土）

11/ 1（金） 整理・収納講座
（新規就業確保） 城端市民センター 15午後2時間

※作業できる服装、剪定はさみ等の道具を持参ください。

申込締切となりました。
申込まれた方には、行程
表と会費納入の案内を
後日郵送いたします。Smile To smile による提示
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8げんき南砺

シルバーだより

令和６年９月10日発行

第　60　号

主な内容

〠939-1531
富山県南砺市院林88番地3
☎0763-22-8050・FAX 0763-22-7544
https://webc.sjc.ne.jp/nanto/
会員数　　682名
男　性　　426人　 　女　性　　256人
　　　　　　　（令和６年８月１日現在）

公益社団法人
南砺市シルバー人材センター

　
今
年
も
年
始
か
ら
、
能
登
半
島
地

震
の
発
生
、
ま
た
東
北
地
方
の
豪
雨
、

そ
し
て
南
海
ト
ラ
フ
の
予
震
か
と
、
予

期
せ
ぬ
自
然
災
害
が
起
き
て
い
る
事
態

で
す
が
、
今
年
も
連
日
厳
し
い
猛
暑
の

日
が
続
く
異
常
気
象
で
す
。
改
め
て
備

え
の
重
要
性
と
健
康
管
理
に
努
め
た
い

で
す
ね
。

　
一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
「
大
谷
選

手
」
の
活
躍
や
「
パ
リ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
で
は
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
の
獲
得

で
、
我
々
に
夢
と
感
動
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　
さ
て
、
南
砺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
定
時
総
会
に
お
い
て
役
員

改
選
が
行
わ
れ
新
体
制
の
下
、
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。
更
な
る
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

　
今
年
は
「
統
合
20
周
年
記
念
」
に
あ

た
り
、
十
月
十
八
日
に
記
念
事
業
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
ぜ
ひ
成
功
裏
に
お

さ
め
た
い
で
す
ね
。

　
こ
の
広
報
が
皆
様
方
の
手
元
に
届

く
頃
に
は
不
安
な
気
象
予
報
か
ら
解

放
さ
れ
、
穏
や
か
で
心
地
の
良
い
「
あ

え
の
風
」
が
吹
い
て
い
る
こ
と
に
期
待

し
た
い
で
す
ね
。
　
　
　  

（
Ｋ
・
Ｋ
）

編
　集
　後
　記

◇表紙（大門川河川公園）　　　　　

◇令和６年度定時総会・優良会員表彰

◇富山県シルバー連合会優良会員表彰

◇各委員会からのおしらせ

◇事務局だより

◇おしらせ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　城
端
地
域

　
　
石
割
　
忠
男
　
　
川
崎
　
和
夫

　
　
河
内
　
久
子
　
　
山
崎
　
粂
雄

　
　
増
田
　
邦
夫

　
平
地
域
　
　
　
　
　表
　
　
吉
博

　
上
平
地
域
　
　
　
　
高
田
　
孝
一

　
井
波
地
域

　
　
川
合
　
慶
夫
　
　
江
川
　
正
江

　
　
岩
倉
　
久
範
　
　
池
田
　
謙
二

　
　
田
村
　
康
子
　
　
長
田
　
晴
樹

　
　
上
村
　
勲
司
　
　
柿
原
　
正
明

　
　
斉
藤
　
洋
子
　
　
鴨
野
小
夜
子

　
　
高
島
美
恵
子
　
　
島
　
　
清
美

　
井
口
地
域

　
　
吉
井
　
　
茂
　
　
北
村
美
樹
子

　
福
野
地
域

　
　
橋
爪
　
繁
子
　
　
棚
田
　
　
薫

　
　
堀
川
　
米
明
　
　
畑
　
　
　
篤

　
　
直
井
　
洋
一
　
　
梅
原
　
恵
子

　
　
片
山
　
政
昭
　
　
守
山
　
星
揮

　
　
高
橋
　
保
博
　
　
竹
本
　
里
美

新
入
会
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら

　
　
　
　
　七
月
三
十
一
日
ま
で

【
出
前
入
会
説
明
会
】

・
十
月
十
八
日（
金
）午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
：
井
波
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
20
周
年
記
念
事
業
）

・
十
一
月
一
日（
金
）午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
分
か
ら

　
開
催
場
所
：
城
端
市
民
セ
ン
タ
ー

・
三
月
十
日（
月
）午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
：
い
の
く
ち
椿
館

【
女
性
限
定
説
明
会
】

・
十
月
十
一
日（
金
）午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
分
か
ら

・
二
月
十
日（
月
）午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
分
か
ら

　
開
催
場
所
：
福
野
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

福野シルバーワークプラザ　研修室
午後1時 30分から

令和6年度
下期入会説明会日程

令和6年度
下期入会説明会日程

令和6年11月20日（水）

令和6年12月20日（金）

令和7年  1月20日（月）

令和7年  2月20日（木）

令和7年  3月19日（水）

寺子こどもえんの子供たちと
シルバー会員が清掃作業で
ふれあいました。

　
福
光
地
域

　
　
西
村
　
義
弘
　
　
吉
江
　
哲
子

　
　
渡
辺
　
弘
勝
　
　
武
田
　
俊
之

　
　
西
村
　
　
敏
　
　
大
浦
　
善
司

　
　
山
下
　
明
美
　
　
前
山
　
悦
子

　
　
吉
野
　
祥
子
　
　
井
口
　
邦
雄

　
　
浅
野
　
伸
二
　
　
倉
田
き
み
子

　
　
出
村
　
敏
江
　
　
柄
崎
　
信
子

　
　
今
井
　
　
聡
　
　
山
田
　
政
次

　
　
中
川
　
　
寿
　
　
米
沢
　
澄
代

　
城
端
地
域

　
　
今
井
　
芳
正
　
　
伊
東
　
敏
雄

　
福
野
地
域
　
　
　
　川
森
　
正
弘

　
福
光
地
域
　
　
　
　

　
　
加
藤
三
和
子
　
　
吉
田
　
照
子

　

   

八
　
月
分
　
九
　
月
二
十
日（
金
）

   

九
　
月
分
　
十
　
月
十
八
日（
金
）

   

十
　
月
分
　
十
一
月
二
十
日（
水
）

   

十
一
月
分
　
十
二
月
二
十
日（
金
）

　
南
砺
市
に
お
住
い
の
六
十
歳
以
上

で
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、

ご
近
所
や
お
知
り
合
い
の
方
に
、

ぜ
ひ
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
七
年
版
　
会
員
手
帳
予
約
受
付

申
込
方
法
：
事
務
局
窓
口
か
電
話
で

九
月
末
日
ま
で
に
申
し
込
下
さ
い
。

一
冊
　
三
三
〇
円

　
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
方
が
入
会
さ

れ
れ
ば
、
会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業

で
、
１
，０
０
０
円
の
商
品
券
と

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
い
た
し
ま
す
。

下
期
入
会
説
明
会
日
程

ゴ
ー
ル
ド
会
員
登
録
者
紹
介

配
分
金
支
払
日


